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当第１四半期累計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）における我が国経済は、平成

23年３月11日に発生した東日本大震災により落ち込んだ経済活動や個人消費にやや回復傾向が見られた

ものの、米国経済の回復の遅れや、欧州各国のデフォルトリスク等に伴う円高の影響によって、景気の

見通しは以前にも増して不透明な状況で推移いたしました。 

 外食産業におきましては、震災後の影響からやや落ち着きを取り戻し、若干の回復傾向が見られるも

のの、雇用情勢や所得環境の悪化に対する懸念等により、お客様の節約志向は依然として強く、経営環

境は引き続き厳しい状況が続いております。 

このような状況の中、当社は前期から「日常食業態の拡大」をテーマとして掲げ、新規業態開発とそ

の急速な出店に経営資源を投下してまいりました。 

 特に「東京チカラめし」については、その見た目から圧倒するボリューム感とそれに対する価格への

驚き、そして何よりも肉を焼いた牛丼という斬新さと、その旨さを感じていただくことにより、多くの

お客様から高い評価をいただいております。今後は出店ペースをさらに加速させ、当業態に対するお客

様への早期認知を図り、また新メニューの開発、導入を継続的に実施することで、牛丼業界における

「東京チカラめし」というブランドの浸透に努めてまいります。 

 これに加え、イタリアのバールをコンセプトに、ピザとパスタがメインの新業態「カヴェノアーナ」

を開発、出店いたしました。お店の雰囲気、そして食事だけではなくカフェとしてのご利用など、特に

女性のお客様から評価をいただいております。 

 当第1四半期における出店状況におきましては、新業態からは「東京チカラめし」10店舗、「カヴェ

ノアーナ」１店舗、当社の基幹的位置付けである居酒屋業態では、低価格業態「金の蔵Jr.」を２店舗

出店いたしました。その一方で、３店舗を閉鎖し店舗再編にも取り組んでまいりました。これにより、

当第１四半期末日における総店舗数は、直営179店舗、フランチャイズ店３店舗の合計182店舗となりま

した。 

 このような積極的な事業拡大や業態開発に注力する中で、業績確保に向けては、居酒屋業態における

グランドメニューの変更や、一部の店舗における共同購入型クーポンの販売により、団体のお客様によ

るご利用を増やす施策等を実施してまいりました。また、「焼酎ハイボール販売キャンペーン」を居酒

屋業態で実施するなど、お客様に新しい楽しみ方をご提案するイベントも継続的に行い、売上高の確保

に努めてまいりました。 

これらの結果、売上高61億60百万円（前年同期比0.1％増）、営業利益４億90百万円（前年同期比

5.4％増）、経常利益５億46百万円（前年同期比20.9％増）となり、四半期純利益は３億４百万円（前

年同期比200.5％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報
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当第１四半期会計期間末における流動資産は、36億62百万円となり、前事業年度末に比べ４億25百万円

増加いたしました。これは主に、現金及び預金が増加したことによるものであります。固定資産は160億

14百万円となり、前事業年度末に比べ１億13百万円減少いたしました。これは主に、償却による有形固定

資産の減少によるものであります。この結果、総資産は196億77百万円となり、前事業年度末に比べ３億

11百万円増加いたしました。 

 当第１四半期会計期間末における流動負債は、31億89百万円となり、前事業年度末に比べ１億70百万円

増加いたしました。これは主に、買掛金及び設備関係未払金の増加によるものであります。固定負債は17

億69百万円となり、前事業年度末に比べ47百万円減少いたしました。これは主に、リース債務の減少によ

るものであります。この結果、負債の部は、49億58百万円となり、前事業年度末に比べ１億22百万円増加

いたしました。 

 当第１四半期会計期間末における純資産の部は、利益剰余金の増加等により147億18百万円となり、前

事業年度末に比べ１億88百万円増加いたしました。 

  

平成24年６月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成23年８月12日に公表いた

しました業績予想に変更ありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（２）財政状態に関する定性的情報

（３）業績予想に関する定性的情報
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（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

  法定実効税率をベースとした年間予想税率により計算しております。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年６月30日)

当第１四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,103 2,673

受取手形及び売掛金 246 195

原材料 43 40

前払費用 408 417

繰延税金資産 138 138

その他 296 198

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 3,237 3,662

固定資産

有形固定資産

建物 5,199 5,145

減価償却累計額 △1,524 △1,522

建物（純額） 3,674 3,623

工具、器具及び備品 1,055 1,155

減価償却累計額 △560 △618

工具、器具及び備品（純額） 495 537

土地 942 942

リース資産 2,343 2,343

減価償却累計額 △728 △819

リース資産（純額） 1,615 1,523

建設仮勘定 33 14

有形固定資産合計 6,761 6,641

無形固定資産 118 140

投資その他の資産

投資有価証券 1,118 1,170

関係会社株式 346 326

差入保証金 6,556 6,504

長期預金 220 220

繰延税金資産 415 416

投資不動産（純額） 296 295

その他 298 302

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 9,248 9,232

固定資産合計 16,128 16,014

資産合計 19,365 19,677

㈱三光マーケティングフーズ(2762)平成24年6月期第1四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)

5



  

(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年６月30日)

当第１四半期会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 987 1,045

リース債務 377 305

未払金 263 275

未払費用 628 609

未払法人税等 208 289

未払消費税等 73 113

前受収益 231 173

役員賞与引当金 72 18

設備関係未払金 94 238

その他 81 121

流動負債合計 3,018 3,189

固定負債

リース債務 310 254

退職給付引当金 165 160

役員退職慰労引当金 507 517

長期預り保証金 279 277

資産除去債務 555 559

固定負債合計 1,817 1,769

負債合計 4,836 4,958

純資産の部

株主資本

資本金 2,390 2,390

資本剰余金 2,438 2,438

利益剰余金 9,701 9,891

株主資本合計 14,531 14,721

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1 △2

評価・換算差額等合計 △1 △2

純資産合計 14,529 14,718

負債純資産合計 19,365 19,677
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（２）四半期損益計算書

 第１四半期累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間
(自 平成22年７月１日

 至 平成22年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年７月１日

 至 平成23年９月30日)

売上高 6,152 6,160

売上原価 1,538 1,572

売上総利益 4,613 4,588

販売費及び一般管理費 4,147 4,097

営業利益 465 490

営業外収益

受取利息 0 0

受取賃貸料 5 5

投資有価証券評価益 － 54

貸倒引当金戻入額 － 0

雑収入 3 4

営業外収益合計 9 65

営業外費用

支払利息 11 6

投資有価証券評価損 6 －

賃貸費用 2 2

貸倒引当金繰入額 0 －

雑損失 2 0

営業外費用合計 23 9

経常利益 452 546

特別利益

抱合せ株式消滅差益 － 35

受取和解金 － 38

特別利益合計 － 73

特別損失

固定資産除却損 － 41

店舗閉鎖損失 0 7

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 235 －

賃貸借契約解約損 2 －

特別損失合計 237 49

税引前四半期純利益 214 570

法人税等 113 265

四半期純利益 101 304
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

 当社においては、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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